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学習管理システムの活用によって期待できる効果

 
大学院教職実践開発研究科 教授 成瀬喜則 

 
．はじめに

Moodle[1][2]は LMS（Learning Management 
System：学習管理システム）として活用されて

いることは以前から知っていたものの，実際に

授業で使うことがあまりなく，今年度から使い

始めたと言っても過言ではありません。したが

って，Moodle の機能のほんのいくつかを使い

ながら授業をしているのが現状で，いわゆる

Moodle 初心者です。 
現在は，ほぼ全ての授業で Moodle を利用し

ています。課題提出のためだけに使っている授

業もありますが，Moodle なしでは授業ができ

ないという状況です。 
本稿では，今年度の授業を振り返りながら，

LMS の活用について考えてみたいと思います。 
 
． を使う上で必要な研修

4 月当初，総合情報基盤センターで Moodle 講

習会を開催してもらい，全体像がつかめました。

初心者でも理解できる良い研修でした。 
表計算ソフトウェアを使ったデータ処理や，

プレゼンテーションソフトウェアを使った案内

図作成など，基本的な関数の学習やアニメーシ

ョン作成の学習をする上で参考になる演習例が

用意されているのも魅力です。多くのサンプル

コンテンツがあると，授業での活用のイメージ

が膨らむものと思います。 
1 年次に Moodle を使った情報処理の授業が

行われており，コースへの登録方法やアクセス

方法など，基本的な活用方法について習得して

いるため，どの学年の学生に対しても，Moodle
を使った授業をすることが可能になっています。

全学的に学習管理システムを使った学習活動を

実現する上で大変重要なことです。 
 
．教育効果を高めるための活用方法

授業では，資料として作成したプレゼンテー

ションファイルを一斉にダウンロードさせたり，

課題ファイルを提出させたりしており，大変便

利なツールです。さらに，出席状況をその場で

把握する，フォーラムを利用して学生からの意

見・要望をリアルタイムで受け取ることができ

る，課題に対する評価を次回の授業開始前に返

すことができる，授業中に学生の意見を全員で

共有することができる等，さまざま機能がある

ため，工夫次第で授業の幅が大きく広がります。 
提出された学生の提出物や意見・感想に対し

て，評価点だけでなくコメントも即座に返すこ

とができるということは，学生の学習意欲を向

上させるだけでなく，学生とのコミュニケーシ

ョンも増やすことにもつながります。 
コミュニケーションで最も大切なことは，レ

スポンスの速さであり，教育効果を上げるため

の重要な手段ですが，Moodle でそれが可能に

なっていると思います。 
 
．授業形態にあった利用方法

授業は総合情報基盤センターで行う場合と，

通常の教室で行う場合があります。前者の場合

は，もちろん各自が演習室の端末を使ってファ

イルをダウンロードしたり，投票やアンケート

収集をしたりすることができます。通常の教室

でも，スマートフォンを使えば可能だと思いま

すが，また試みていません。 
通常の教室で行う場合は，学生は授業中にパ

ソコンを使うことができないので，一斉提示の

手段として活用しています。与えたいファイル

があるときは，授業後にダウンロードするよう

に指示します。 
課題に対しては，ワープロソフトウェアやプ

レゼンテーションソフトウェアで作成したファ

イルを提出できるようにしています。1 週間程

度の締め切りを設定してあり，締め切りを超え

て提出できないようになっています。課題をき

ちんと提出することを最優先していることを学

生に伝え，期限を守ることの重要性を認識させ
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たいと思っています。 
提出課題については，次の授業が始まるまで

に評価点を返し，学生はそれを見た上で次の授

業にのぞむことができるようにしています。必

要に応じて個別にコメントをつけることができ

るということは，授業を組み立てる上で大切な

要因であり，フォーラム（電子掲示板）での学

生からの要望・意見もうまく取り入れることに

よって，授業の質を上げることができます。 
また，学生の提出した回答の中から，模範的，

特徴的なものを選んで，次の授業の最初ででき

るだけ多く紹介するようにしています。これに

よって，学生の学習意欲が増すのではないかと

期待しています。学生の中には，他の学生の意

見や感想を知りたい人もいるようですので，少

しでも学生の参考になればと思っています。 
Moodle を使うことで課題をいつでもどこか

らでも提出できるようになっており，教員もそ

れをいつでも見ることができるようになってい

るということが大きな利点であると思います。 
 
． の活用機能について

先述したとおり，授業で使っている機能はそ

れほど多くありません。活動としては，フォー

ラム，課題がメインで，フィードバック（アン

ケートの作成），投票も活用しました。リソース

としては，ファイル，URL，フォルダ，ページ

を使っています。 
フィードバックの機能を使って，学生への意

識調査をすることも可能です。あるスキルにつ

いて学生はどこまで持っていると感じているか

を調べるために，10 項目でアンケートを実施し

ました。フィードバックの素晴らしいところは，

学生がアンケートに答えたすぐその場で集計結

果が得られ，それを学生全員に見せることがで

きるところです。 
関連の授業をした後，再度，同じ項目でアン

ケートを実施しました。学生には，最初のアン

ケート分析結果と 2 回目のアンケート分析結果

を見せて，学生の意識が変化していることを示

しました。これによって，学生は授業によって

興味・関心や学力が向上したことを感じること

ができます。 

投票の機能も，フィードバックの機能と大き

く違うところはないと思いますが，学生に意見

を 3 択で聞き，その結果を全員に瞬時に返すこ

とができます。その結果を見ながら，ディベー

トをさせることができるため，十分大きな威力

を発揮すると思われます。 
フォーラムも貴重な機能の一つです。ある授

業で，学生に，意見や感想があればフォーラム

に書き込むように指示しました。フォーラムに

書き込んだ意見は，他の学生も読むことができ

るということを周知させた上で，書き込ませて

います。書き込みが当然他の学生にも読まれる

ということを意識させることによって，いわゆ

る情報モラル教育にもなるのではないかと考え

ます。 
なお，ここでの書き込みで，学生の授業への

要望を逐次知ることができ，授業を改善する上

で大変参考になりました。 
 
．今後の課題

Moodle は e ラーニング機能を有しています。

学習教材を Moodle 上に置き，学生がいつでも

どこでも必要な時に学習できる環境を作ること

が可能です。さらに，小テスト機能を使って学

習の理解度をチェックしながら学習を進めるこ

とができます。さまざまな活用方法を考えると

Moodle は効力を発揮すると思われます。 
来年度は，今年度開発した教材をさらに改善

しながら，Moodle の機能をフルに活用して，教

育効果の高い授業をめざしたいと考えています。 
なお，4 月当初から，総合情報基盤センター

の皆様には Moodle の操作方法について何度も

質問させていただきましたが，いつも丁寧に対

応していただきました。この場をお借りして厚

くお礼申し上げます。 
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